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　オォタキマイマイ類の蝸牛は本州東北地方に産する左巻種でその地理的変異については既に報
告した（江村・1976）。この前報では肉体頭頸部の色素分布状態についてはふれなかった。この
点については黒田・波部（1949）波部（1958）黒田（1959）波部（1975）の研究があるが，これ
らの報告のような個体を著者は採集できないので手持の資料を整理し，あわせて前報以後の新産
地とその地の殻型・殻色についても報告する。
　本文を草するにあたり，長年月にわたり万事につき御懇切な御指導を頂いた日本貝類学会名誉
会長黒田徳米理学博士，ならびに研究材料・文献・写真などにつき御教示下さった多くの方々に
厚く御礼を申し上げます。
オォタキマイマイ類の新産地とその殻型・殻色
　新産地　（1）男鹿半島で西村（1975）は昭和40年6月に毛無山（673m）T字路附近で，昭和50
年8月に本山（716m）から真山（571m）に向う急坂の中程で各1個体を採集した。殻紋様は2
個体ともに0230型で，山地性にもかかわらずオォタキマイマイの模式型に近いという。殻径・殻
高とはそれぞれ27．0と19．5および25．3と19．5mmであった。（2）滝ノ間　秋田県八森町滝ノ間駅附近
（岩館の東南約4　km）で1977年9月にヤダケ・イタヤカエデの生育する海に面した斜面でミチノ
クマイマイ成・幼貝あわせて14個を得た。その生活環境は岩館とほぼ同様で人家近くである。
（3）大間越　青森県岩崎村大間越駅南方で国道101号線と国鉄五能線に接した海に近くしかも人家
の裏山にあたる。イタドリ・フキ・イタヤカエデなどが多かった。成・幼貝約30を採集した。
　カシコドコロ
（4）柏子所　ここは西村が既に報じている。国鉄東能代駅の西南約3　km，海岸から直線巨離で約5
kmの丘陵に接した部落の畑畔で死殻が非常に多く生貝は26個ほど得た。ウツギの垣にエピヅル・
キカラスウリが絡みつき，イノコヅチ・ミヨウガなどの下草が多い。ミチノクマイマイである。
（5）その他　湊（1966）は山形県月山で，1976に大久保院司が宮城県下でこの類の分布を相当確認
しているという。
　貝殻型の変異大間越・滝ノ問・柏子所の成貝につき，その殻長径・殻高・長径／殻高比を計
算すると表1となる。この3地点を前報（江村・1976）に対照すれば岩館に比して長径はほとん
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ど酷似し，殻高は大間越ではやや低く滝ノ間ではやや高い。したがって長径に対する殻高比は滝
ノ間のものは小さい。しかしこれは産地による変異か調査個体数の不充分かは再考を要するが大
体において国鉄五能線沿のミチノクマイマイとほぼ近似している。
表1 貝　　殼　　型　　の　　変　　異
採集地
大間越
滝ノ間
柏子所
成貝数
15
6
35
貝殼長径（mm）
最大　最小　　平　均
26．4　　23．4　　24．52±0．910
25．6　　22．4　　24．27±1．224
25．2　　21．2　　23．74±1．400
殼 高（mm）
最大最小　平均
20．2　　17．0　　18、68±0．988
20．2　　18．2　　19．60±0．738
19．6　　16．2　　17．80±0．888
長径／殼　高
最大最小　平均
1．34　　1．21　　　1．31±0．060
1．28　　1．17　　1，24±0．037
1．41　　1．21　　　1．33±0．080
貝殻色の変異
　　前報でこの類の殻色を11型にわけて図示したが，読者の便を考えて再記する。
　0000は無帯貝で（0）は遺伝関係を推定考慮した略称である。
　qggO（A）は殻の周縁に区劃のはっきりしない淡褐色広帯をもつもので，この帯は上部縫合線
と下部は膀孔には及ぼない（Gudeのzonαta）。
　0000は淡褐色帯が殻の下面から膀孔に及ぶもの（B）とする。
　0200（C）は濃褐色栗皮色の第2帯だけのもの。
　0200（AC）は（A）と（C）との複合色帯型。
　0200（BC）は（B）と（C）との複合色帯型。
　0204（D）は右巻蝸牛のヒラマイマイeoα型。
　0204（AD）は（A）と（D）との複合色帯型。
　0204（BD）は（B）と（D）との複合色帯型。
　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
　1234（E）と0234（E）　1234は第1帯と第2帯とが合一したと思われるほど太い色帯が
該当部にあるもので0234と共に同一遺伝子型（E）と考えて取扱ってみた。
　q2Q4（B’BD）この型は柏子所などの貝殻にみられたもので，第1帯の部分に淡褐色帯が不規
則に表現され（B’），しかもこの淡褐色帯が第2色帯部で切れて，第3・4帯部の（B）とはっ
きり分離する型である。（Bノ）が単独で表現された個体は発見できなかった。
　岩館の貝を再調したところ，この色帯のもの7個が確認された。
　Qopq（B’B）は柏子所などでは得られなかったが岩館標本の再調で6個を得られた。
　したがってオォタキマイマイ類の色帯型には更に2型が追加されて13型となる。
　表2
＼＼鱗
　／　x、数＼＼
産地塑
殻　　色　　型　　の　　変　　異
大間越
滝ノ間
柏子所
岩　　館
（再調）
0000　　　0000　　　0000　　　0000　　　0200　　　0200　　　0200　　　0204　　　0204　　0204　　　0204　　　0234
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1234
（O）　（A）　（B）　（B’B）　（C）　（AC）（BC）　（D）　（AD）（BD）（B’BD）（E）
　17
（56．8）
　7
（50．0）
568
（41．3）
　1
（3．3）
363　　　6
（26．4）　　　（0，4）
11
（36．7）
　4
（28．6）
　3
（5．8）
239
（17．4）
　1
（3．3）
　2
（14．3）
22
（42．3）
190
（13．8）
　1
（7．1）
27
（5L9）
　8
（0．6）
30
14
52
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　それで大間越・滝ノ間・柏子所のものに岩館標本を再調して表2とした。即ち無帯（0000）は
ミチノクマイマイでは北は竜飛岬から南は岩館・滝ノ間まで分布しているが，それ以南の柏子所
では採集できなかった。0204（D）は大部分の産地にみられ，0000（B／B）は岩館に少数あっ
て，これと0204（D）との複合型02璽（B，BD）は岩館・滝ノ聞から柏子所にみられ特に柏子
所では過半数（51．9％）に及んでいることは注目せねばならん。
頭頸軟体部の色素分布
　有肺類（Pulmonata）の軟体部白子albinoについては淡水産モノアラガイ類Lymnαea
（Boycott　and　Divar，1927：Cain．，1956）ヒラマキガイ類Biomphalaria（Newton，1954：
Richards　1962一73）陸産蝸牛類Cepaea（Cain　and　ShepPard，1954）ナメクジPlzilom“，cus
（lncila・riα）bilineαtus（池田，1928－’37）ヒダリマキマイマイEuhadra　quaesitα（江村・1971）
オナジマイマイBmdybaenαsimilaris（江村・1956，’71）などについて交配実験があり，いつ
れの種でもmelaninなどの色素をもつ有色個体に対して，白子又は半白子はメンデル式単純劣
性とされている。
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　　　　　　図1　蝸牛頭頸部の色斑模式図
1．　SSS（斑点状），2．　OMO（中央縦帯），3．　SMS（中央縦帯の両側に斑点），
4．　LOL（頭頸部左右に縦帯），5．　LSL（左右両縦帯間に斑点），6．　LML（3縦帯）。
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素）は頭頸部の前端及び側面に多く斑点として散在し（後略）」と図説してい
る（図2参照）。
　左巻型蝸牛の頭頸部の色斑はE．grataオォタキマイマイ類以外の3種で
は黒田・波部の文献とほぼ同様である。
　E．quaesitaヒダリマキマイマイは黒斑，黄褐斑又はその混合で，この色斑
は大小と多少に個体差や地方差が著しい。これは他群の動物の斑点と同様に計
測は困難で，遺伝的には多因子のようであるが，飼育実験は未了である。まれ
に白子または半白子もある（江村・1971）。本種の表皮小乳頭（江村・1977）
　またオナジマイマイでは軟体色と殻色4型とは独立に遺伝し両者間に連鎖関係は認められない
（江村・1971）。
　日本産蝸牛の頭頸部色素分布については五島（1900）はミスジマイマイで3縦帯を解説し，広
島文理科大学・広島高等師範学校博物学会（1941）はセトウチマイマイの背上中央線に1縦帯を
図示した。黒田・波部（1949）波部（1958）は肉体部の色帯を調査し，黒田（1959）はa・b・
a十b・cに類別し，江村（1977）は黒田の研究を一部補足して6型とした。即ち図1の如く（1）
色素が不規則の斑点S（spot）として現われるもの（黒田のc系）をSSS（2＞中央背上に縦条M
（middle）1本を有するもの（黒田のb系）をOMO（3）中央縦帯の両側に斑点を示すものSMS
（4）頭頸部左右に側縦帯L（1atera1）各1条を表現する（黒田のa系）LOL（5）両側帯の中央背
部に斑点または切れた縦帯のあるものLSL（6）五島の3縦帯，黒田のa＋b系をLMLとした。
図1はこの6型を模式図で示す。　（この図の基本型は広島文理科大学・広島高等師範学校博物学
会編（1941）図版86第3図を改写した）。
　日本産左巻蝸牛Euhadra　quαesitα（Deshayes，1850）ヒダリマキマイマイ，　E．　decorαta
（Pilsbry　et　Hirase，1903）ムッヒダリマキマイマイ，　E．　scaevola（Martens．1877）ミヤマ
ヒダリマキマイマイ，E．9°rata（Gude，1900）オォタキマイマイの4種とそれらの亜種および
E．　murayamai　Habe，1976ムラヤママイマイとがある（最後のE．　murayamaiは生貝に関す
る知見がすくなく特立種か他の既知種の亜種に入れるべきものか，その類縁関係については今後
の調査を要す）。
　前記左巻4種の頭頸部色素分布状況につき波部（1958）は「背上に黒縦帯がある点で上記の種
と区別出来ます」とE．grαtaオォタキマイマイ類と他の3種との鑑別の決定的特徴としてい
これよ一村（・934・）は「トビシーイマイに於て此の色素（黒色蝋1鞘勲懸
図2　トビシマ
　　マイマイ
　麻酔個体の頭頸
　部色斑（江村．
　1934a）
は比較的粗大である。図3左は佐渡島小木産で斑点が触角・頭頸部にほぼ均等に散在する。この
斑点が背上に整列すると同図右の如くSLS型のようになる。同図の中は粟島産で黒斑と淡褐斑
とが少数つつ混在する。図版1－1は新潟市産で黄白色地に黒斑が散在し，同2は黒斑がなく淡
褐斑が少数あり（粟島産）同3は群馬県片品村の標本で黒と褐の斑点が非常に多く1見頭頸部が
真黒に見え，このような黒い肉体の貝は山間地方に多くみられる。
　E．decorate　ムッヒダリマイマイ類は前種によく似ている。図版1－4は男鹿半島椿産で西
村正（1972）から恵与されたもので，やや小形の黒斑点が多数みられる。黒田博士から1934～’37
年頃頂いたものを常温水中麻酔個体の写真と当時の記録によれば陸中産のtobaiと呼ばれものは
地色は黒褐色から淡褐色で多くの斑点がある。しかし時にはこの地色で斑点の見られないものも
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　　図3　ヒダリマキマイマイの頭頸部色斑
左．斑点普通個体（佐渡島小木産）　中．斑点の少いもの（粟島産）
右．中央縦帯状に斑点の整列したもの（小木産）
まれにある。早池峰山のも，日出島のdiminuta，三貫島のquaesitulaも同様である。
　E．scaez，ola　ミヤマヒダリマキマイマイ類　この類も麻酔個体の記録で，　E．　scaevolαinter－
iorisは比叡山で1936年秋寺町昭文採集の幼貝を飼育し翌年6月成貝に達したので解見した。頭
頸部は黒褐色地に濃黒褐の斑点が散在す。E．　scaevolαmileawa嵩山（1937－’38）のものを多
く観察したが明るい代猪色から紫灰色の地に黒斑が多く見られ，定光寺産では代緒色の地に斑点
がすくなく時には全く認められないものもあった。
Euhadra　grataオォタキマイマイ類
　前述の如く黒田・波部（1949）は「軟体部の背上に黒縦帯がある」と報告し他の左巻蝸牛と肉
体上の識別点としている。ただし波部（1975）は，P．64の図は動物体を左側から写し，小斑点
を明示してあるが解説（P．189）は黒縦帯ありとし，図と解説とが不一致である。
　E・grata　オォタキマイマイの温海産23個体（殻色はすべて0000）では図版1－5・6の如く
小さい黒色または淡黒褐色の斑点が散在し，時にはこの斑点が体の両側に不規則にならぶ傾向を
示す（同一7）。皮膚小乳頭はヒダリマキマイマイ類より小さく滑沢緻密に見える。鶴岡市加茂港
ではわずか4匹みたにすぎないが（同1－8）何れも黒斑が少数みられた。
　E．grαta　emuraiエムラマイマイ　模式産地（勝木）のもの39個体で殻色は0204，0204が
大部分で0壁0はただ1匹だった。頭頸部斑はSSS型だが両側の斑点が特に密集しており（図版
1［－1）時にLSL型のように左右の2縦帯に見える個体もある。この側縦帯は右巻蝸牛のそれ
に比して濃黒色でしかも斑点様を示すので変型LSL型とよんでおく（同］1－2・3）。
　なお殻に第2色帯が表現されるものは，こ色帯直下の外套膜に黒色縦帯がある。
　E．gratαtobisimae　トビシママイマイ　模式産地（飛島）の麻酔個体につきすでに解説した
如く（図2，江村・1934）斑点状で勝木産の図版∬－1に酷似している。近年飛島の蝸牛類は著
しく減少しており（稲葉，1977）入手困難なので稲葉亨の好意により，同氏が只1個体飼育中の
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ものを写真として頂いた（図版・1－9）。それによると，頭頸部は非常に黒いが，勝木産の変
型LSL型を窺知してよいと思う。
　E・grata　gratoidesa　ミチノクマイマイ　模式産地（岩館）のものを38匹観察した。本亜
種の肉体色もSSS型（斑点状）で，斑点の多少は個体差が多い。図版1［－4にその1例をあげ
ておく。
　殻に第2色帯をもつ個体はこの部分直下の外套膜に黒縦帯をもつものが多い。
　深浦では国道101号線工事のため海岸の断崖添の主要産地にコンクリートが吹付けらて採集貝
はすくなく0204と0200とを各2匹づっにすぎなかった。何れも微小の斑点が少数あった（同］1－
5）。
　大間越　30個体で貝殻は0000と0204が大部分を占め，軟体部はSSS型で斑点の多少は変化
に富み，その濃度は黒色のものが多いが赤褐斑のものもまれに認められた。
　滝ノ間　14個体で岩館のものに殻・肉体ともに酷似している（同1－6）。また殻に第2色帯の
あるものは該部の外套膜に黒縦帯があるがまれに外套に黒縦帯を欠くものもあった。そして殻
が0000の貝ではこの外套黒縦帯を現わすものは認められなかった。
　ここの蝸牛に殻色0000で肉体は眼点にだけ黒色色素をもつ半白子semi－albinoが1個体あっ
た（同・11－7）。これはオォタキマイマイ類で著者の採集した唯一の半白子である。
　柏子所　生貝は26個で大部分は岩館の貝に酷似したSSS型の肉体色を示した（同1－8）。し
かし勝木の変型LSLに似て更に黒いものが2個ほど発見された（同，9）。また殻色帯と外套
下の黒縦帯については滝ノ間などの貝と同様だった。
　以上の観察から黒田・波部（1949），波部（1958），黒田（1959）の報告のような個体は発見で
きなく，オォタキマイマイ類は斑点型の頭頸部をもつものが多く，波部（1958）の如く黒縦帯の
有無で他種の左巻蝸牛類と判別しようとする試みは非常に無理と考える。
Euhadra　senckenbergiana　aomoriensis　アオモリマイマイの半白子
　アオモリマイマイは東北地方に普通に産する右巻種で軟体部は淡黄色の地に黒斑がみられる
SSS型である。青森県深浦で本種軟体地色は普通で眼点にだけ黒色々素をもつ亜成貝の軟体部
半白子（殻は0204）を1個体得たので図示しておく（図版1［－11）。著者の得た蝸牛軟体部白子
又は半白子はヒダリマキマイマイEuhα4ra　quaesita，オナジマイマイBradybaenαsimilαris
（以上2種は江村，1971で，遺伝関係も公表す）と今回のミチノクマイマイとアオモリマイマイ
の4種となる。
　また日本産ナメクジPhilomycus（lncilaria）bilineαtusの白子とその遺伝にっいては池田
（1928・’37）の研究があり，ヤマナメクジP．（L）fruhstorferiの白子は江村（1971）が報告
している。
ま　　と　　め
　1．オォタキマイマイ類Euhatra　grαtaにつき前報（1976）以後の新採集地の殻型・殻色
帯（大間越・滝ノ間・柏子所）を計測した。
　2．殻色帯は柏子所産にρ2墨のものが多く見られたので，岩館の標品を再調査しオォタキマイ
マイ類の殻色帯を前回の11型から13型と改めた。
　3．　日本産左巻型蝸牛のうち，ヒダリマキマイマイ・ムッヒダリマキマイマイ・ミヤマヒダリ
マキマイマイの頭頸部は斑点の散在するSSS型（黒田・1959のc型）である。
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　4．オォタキマイマイ類の頭頸部色斑につき，温海産と鶴岡市加茂港とは斑点の濃淡，多少の
個体変異はあるが全部斑点型で，まれにこの斑点が両体側に並列する傾向のものがあった。
　エムラマイマイでは模式産地のものだけ調べたが，斑点が両体側に並列する傾向があり，これ
が密集して左右の黒縦帯状ととなった変型LSL型もある。
　トビシママイマイ　模式産地の蝸牛類は近年著しく減少して生体の入手出来なかったので，古
い記録（江村，1934）と稲葉亨の御厚意により御教示と写真を頂き，勝木の亜種によく似ており，
SSS又は変型LSL型と推定した。
　ミチノクマイマイ　岩館・深浦・大間越・滝ノ間・柏子所と国鉄五能線にそった5地区で多く
の個体を観察した。斑点の多少の差はあるがSSS型で柏子所には変型LSL型が少数認められた。
　又grata類では殻に第2色帯のあるものは該部の外套膜に黒縦帯を現わす個体が多い。
　即ちオォタキマイマイ類はSSS型のものが大部分で，変型LSL型も認められた。そして，
黒田・波部の記述のような個体は採集することはできなかった。しかし，波部（1975）は図に斑
点型を示し，本文では黒縦帯と解説し，図と解説とが不一致のようだ。
　5・　ミチノクマイマイとアオモリマイマイとで各1個体の半白子semi－albinoを発見図示し
た。
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図版1　左巻型蝸牛の頭頸部色斑
　　　　1・2・3　EuhodrαqZtαesita　ヒダリマキマイマイ
　　　　　1新潟市，0204SSS　　2粟島，（1）2（3）4淡褐斑小数のSSS　　3群馬県片品，1234
　　　　　黒褐SSS
　　　　4　E．decorataムツヒダリマキマイマイ　男鹿市椿，0204　S　S　S
　　　　5・6・7・8　・E．grαtα　オォタキマイマイ
　　　　　5・6・7温海，0000SSS（7は両側のSがやや並列している）．　8鶴岡市加茂，0000SSS
　　　　gE．　gmta　tobisimae　トビシママイマイ　飛島，0204変型LSL（稲葉　亨撮影）
図版1
フ雪．；1一タキs’イーマイ芙頁Euhadra　srrataの1勾f木音i～の色獄正と島議4二楽質の1圭1　＝j： 〃
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図版丑　オォタキマイマイ類とアオモリマイマイの頭頸部色斑
1・2’3　E・9rαta　emzarαiエムラマイマイ　勝木，10204　SSS（両側のSが密集
　並列す）　2・3　0204LSL（Lは不整型）
4－9　E．grata　gratoidos　ミチノクマイマイ　4　岩館，0000　S　S　S　5　深浦，0204
　SSS（少数のS）　6・7滝ノ間，60204　SSS　70000半白子semi－albino
　8・9　柏子所，80204SSS　gg2鯉LSL（Lは不整型）
10・11　E．sencflenbergiana　aomoriensis　アオモリマイマイ　深浦，100000　S　S　S
　110204半白子semi－albino
図版II
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オォタキマイマイ類Euhadra　8γθ’8の1メq体部の色斑と蝸制罰の白子
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